
わが国の採血基準   
貪血採血  僅分二坪血  

200mL全血   400m」全血   血痕 血小板   

1回採血量  200m」   400m」   
300m」一・・ノ600mL  

（体重別）   
400m」以下   

年齢  注）16歳～69歳   注）18歳～69歳   注）18歳～69歳   歳～54歳   

体重  
男性45  

男性45kg以上  男女とも        女性40kg以上  50kg以上   女性40kg以上   

最高血圧  90mmHg以上   

血液比重1．052以上  血液比重1，053以上  血液比重1．052以上 血液比重1．052以上  
又は血色素量   又は血色素量   又は血色素量  又は血色素量12g／d」  

血液比重等  
12g／d」以上   12．5g／d」以上   12g／d」以上  以上  

（赤血球指数が標準域  

にある女性は11．5g／d  
」以上）   

血小板数  15万／〟」以上  

60万／〟」以下   

年間採血回数  男性6回以内   男性3回以内   血小板成分採血1回を2回分に換算して血渠成分  
女性4回以内  女性2回以内   採血と合計で24回以内   

200m」全血と400m」  
男性1．200mL以内  
女性800m」以内  

しない  
忍められる者、又は過去  

事  ②採血により悪化する恐れのある循環器系疾患、血液疾患その他の疾患にかかっていると認められる者   
項  ③有熟者その他健康状態が不良であると認められる者   

注）65歳から69歳までの方は、60歳から64歳までの間に献血の経験がある方に限られる。   

（採血の間隔）  

間以上あける  

（平成20年度版血液事業報告より抜粋）   



資料 4－2  

我が国の採血基準の改正の経緯（概略）  
【採血及び供血あつせん業取締法施行】  

昭和31年  

（1956年）  
施行規則で採血基準を制定   

【新採血基準施行】  
昭和61年  

（1986年）  400mL全血採血、血賛成分採血及び血小板成分採  
血を追加   

【新採血基準施行】  
平成3年  

（1991年）  血液の比重・血圧などの基準の緩和、成分採血時の  
献血量の上限の見直し   

【採血基準の見直し】  
平成11年  

（1999年）  全血採血及び血渠成分採血について年齢の上限引き  
上げ  

・64歳→69歳  




